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国 立 大 学 法 人 奈 良 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大 学 

経 営 協 議 会 （ 令 和 ２ 年 度 第 ３ 回 ） 議 事 要 旨 

 

１．日 時     令和２年１１月１９日（木）１３：００～１４：４７ 

 

２．場 所     事務局３階会議室、東京事務所 

 

３．出席者     横矢議長 

垣内、箱嶋、渡邉、土井、小笠原、島崎の各学内委員 

ベントン、小山、田中、板東、宮嶌、矢嶋の各学外委員 

  欠席者     手代木、野間口、宮原の各学外委員 

出席監事    西村、春本の各監事 

陪席者     松山部長 

堀内、中野、森、川村、小林、田中、山口、吉川の各課長 

 

４．配付資料 

資料１－１   国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学経営協議会（令和２年度第１

回）議事要旨（案） 

資料１－２   国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学経営協議会（令和２年度第２

回：電子会議）議事要旨（案） 

資料２     国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学基本規則等の一部改正等につい

て 

資料３     令和２年度補正予算の編成について 

資料４     令和２年度目的積立金の配分について（案） 

資料５     西ノ京職員宿舎の土地及び建物の処分計画について（案） 

資料６     令和２年度国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学運営体制 

資料７     本学の主な動き（令和２年６月～令和２年１１月） 

資料８     令和元事業年度財務諸表の承認について（通知） 

資料９     令和３年度概算要求における運営費交付金等の状況について 

資料１０    令和２年度外部資金の受入れについて 

机上資料    奈良先端大の概要と特色 

 

５．議 事 

（前回議事要旨の確認） 

資料１－１の令和２年度第１回の議事要旨（案）及び資料１－２の令和２年度第２回の議事

要旨（案）について、原案のとおり承認した。 

 

（審議事項） 

（１）国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学基本規則等の一部改正等について 

渡邉委員から、資料２に基づき、国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学基本規則等

の一部改正等について説明があり、審議の結果、原案のとおり承認した。 

 

（２）令和２年度補正予算の編成について 

渡邉委員から、資料３に基づき、令和２年度補正予算の編成について説明があり、審議

の結果、原案のとおり承認した。 
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（３）令和２年度目的積立金の配分について 

渡邉委員から、資料４に基づき、令和２年度目的積立金の配分について説明があり、審

議の結果、原案のとおり承認した。 

 

（４）西ノ京職員宿舎の土地及び建物の処分計画について 

渡邉委員から、資料５に基づき、西ノ京職員宿舎の土地及び建物の処分計画について説

明があり、審議の結果、原案のとおり承認した。 

 

（報告事項） 

（１）令和２年度運営体制について 

議長から、資料６に基づき、令和２年度運営体制について、報告があった。 

 

（２）本学の主な動きについて（令和２年６月～令和２年１１月） 

議長から、資料７に基づき、令和２年６月から令和２年１１月までの本学の主な動きに

ついて、報告があった。 

 

（３）令和元事業年度財務諸表の承認について 

渡邉委員から、資料８に基づき、令和元事業年度財務諸表の承認について、報告があっ

た。 

 

（４）令和３年度概算要求の状況について 

渡邉委員から、資料９に基づき、令和３年度概算要求の状況について、報告があった。 

 

（５）令和２年度外部資金の受入れについて 

箱嶋委員から、資料１０に基づき、令和２年度外部資金の受入れについて、報告があっ

た。 

 

（情報交換・意見交換） 

  議長から、大学運営に関する要望等について意見交換が行われた。 

 

  （主な意見等は、次のとおり） 

   ・奈良先端大の持つ基礎研究の強みを発展させ、さらなるイノベーションの推進や社会実

装に向けた取り組みを強化すべきである。 

   ・コロナ禍において、大学の教育研究及び産学連携の在り方など、大学の変革が強く求め

られている中で、奈良先端大の特色を打ち出すべきである。 

     

以 上 


